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　井上さつきと小林英樹は 2008 年 12 月に、愛知県芸術文化センターで開か
れた愛知県立芸術大学サテライト講座――『印象派とドビュッシー』――を共

















































6 mixed muses no.4
　しかし、運命の女神はドビュッシーにほほえみ、学費の心配のいらないパリ
























　ドビュッシーは 3 回目の挑戦で 1884 年にローマ大賞を受賞したが、ギロー
によれば、最終試演会でドビュッシーの作品は、作曲家のなかではグノーに支
持され、さらに「画家たちのおかげで 28 票中 22 票がドビュッシーに集まった」
という。ドビュッシーの作品は画家たちに訴えかけるものがあったのである。
　ローマ大賞を得たドビュッシーはコンクールの規程にしたがって、ローマに





















































































































































1 曲「雲」である。《ノクチュルヌ》は「雲」「祭り」「シレーヌ」の 3 曲からなり、




































前身について言及がなされるのは、1892 年 9 月のこと。ドビュッシーは手紙
で「《３つの夕暮れの情景》がほぼ完成しました」と述べている。しかし、こ
の作品が完成することはなかった。




　　　第１曲は弦楽器だけで、第 2 曲はフルート（複数）、4 本のホルン、3







14 mixed muses no.4


























15mixed muses no.4 




















1902-03 年にかけてダンディが発表した交響曲第 2 番は「伝統的要素と近代
的要素の争い」を描き、「伝統」が勝利するというメッセージをもち、一方、





なり、第 2 曲に中間楽章の性格が付与され、第 3 曲は第 1 曲と主題的に関連
する――を確かにもっている。しかし、第１楽章はソナタ形式ではなく並列的
な構造で書かれており、全体としてみれば、伝統的な交響曲とは一線を画する。
16 mixed muses no.4
つまり、ドビュッシーはあえて交響曲ではなく「交響的エスキス」を描き、刻々
と表情を変える海を捉えたのであるが、当時の聴衆は、なぜ、このような大規
模な交響作品が「交響曲」ではなく、「交響的エスキス」であるのか、とまどっ
たのである。
７．おわりに
　教えられることによってではなく、独学によって教養を身につけたドビュッ
シーの眼はつねに新しい芸術に向けられていた。ドビュッシーは作曲によって
自分の生まれた階層から抜け出しただけでなく、それまでのアカデミズムの枠
からも抜け出し、ついには音楽に一大革新をもたらした。そのときに大きな刺
激となったのは、同時代の絵画であった。
